
議題（１）
コミュニティバス中和倉コース

の運行状況及び運行継続について

令和３年５月２１日

松戸市 街づくり部 交通政策課

1

資料１



中和倉コース運行の概要

2

右回り・左回りそれぞれ、
1日15便・計30本運行

（⇒ 時刻表は、参考資料参照）

定員34名

高齢者の外出支援等を目的に、

満70歳以上の人に対し、

申請によりシルバー割引証を交付



中和倉コース時刻表

3

左
回
り

右
回
り



コミュニティバス中和倉コースをとりまく状況

4

① 中和倉コースの本格運行への移行

 当初目標の収支率５０％を達成し、利用者も増加傾向にあり、高齢者の外出促進にも

一定程度寄与したことから、令和２年４月より、本格運行へ移行

 本格運行移行後は、実証運行同様、目標は「収支率５０％以上」としたうえで、

新たに運行継続基準として「収支率４０％」を設定 （⇒第７回会議（平成３１年２月２０日）にて合意）

 運行継続基準については、令和２年７月策定の「コミュニティバス導入の手引き」でも明記

② 新型コロナウイルス感染症発生後の利用状況の変化

 令和２年２月頃からイベントの開催自粛や外出の自粛が呼びかけられていた。さらに、千葉県は、

令和２年４～５月及び令和３年１～３月の緊急事態宣言の対象地域となっている。

 外出自粛が強く呼びかけられたことで、令和２年度の利用者数は前年度比でおよそ２６％減と

なっている他、収支率も約３６％と４０％を下回っている。

 なお、松戸市は、令和３年４月２０日から５月３１日までまん延防止等重点措置区域に位置づけ

られており、引き続き利用状況には注視することが必要な状況である。
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5＜出典＞車内センサ乗降データ及び松戸新京成バス提供データより松戸市作成

 実証運行開始から、利用者数は増加傾向にあったものの、

令和２年度は新型コロナの影響により特に緊急事態宣言中の利用者数が大きく減少

本格運行開始

緊急事態宣言
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6＜出典＞車内センサ乗降データより松戸市作成

緊急事態宣言

（人/日）

 令和２年度は新型コロナの影響により特に緊急事態宣言中の利用者数が大きく減少

平成31年度 令和2年度



【参考：停留所別1日当たり平均利用者数（右回り） 】

7＜出典＞車内センサ乗降データより松戸市作成

平成31年度 令和2年度 ■乗車人数
■降車人数
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【参考：停留所別1日当たり平均利用者数（左回り）】

8＜出典＞車内センサ乗降データより松戸市作成

平成31年度 令和2年度 ■乗車人数
■降車人数
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緊急事態宣言 緊急事態宣言

運行状況（1日当たり平均利用者数の前年同月比較）

9＜出典＞車内センサ乗降データ及び松戸新京成バス提供データより松戸市作成

 新型コロナの影響により、平成３１年２月から利用者数が減少

 平成３１年度２月の利用者数は平成３０年度２月比で０．４％減少

 令和２年度は特に４～５月の緊急事態宣言中の減少が大きく、前年同月比で約４２～４６％減少

 令和２年度平均でも平成３１年度に比べて約２６％減少
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10＜出典＞松戸新京成バス提供データより松戸市作成

 新型コロナの影響により、平成３１年２月から運賃収入が減少

 平成３１年度２月の運賃収入は平成３０年度２月比で７.９％減少

 令和２年度は特に４～５月の緊急事態宣言中の減少が大きく、前年同月比で約４５～５０％減少

 令和２年度平均では平成３１年度に比べて約２８％減少
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11＜出典＞松戸新京成バス提供データより松戸市作成

 実証運行開始から、1日当たり平均運賃収入は増加傾向にあったものの、

令和２年度は新型コロナの影響により特に緊急事態宣言中の運賃収入が大きく減少

本格運行開始
（円/日）

緊急事態宣言
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 令和２年度は利用者減に伴う運賃収入減少により、収支率は継続基準を下回る約３６％
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 コミュニティバス中和倉コースへの補助金額（運行経費－運賃収入）について、

平成３１年度は対平成３０年度比が０．９７倍であったが、

令和２年度は対３０年度比が１．１３倍であった。

【参考：補助金額の推移】

13※平成３０年度の補助金額を１００



新型コロナのコミュニティバス利用への影響

14

 平日・土日祝日別の前年同月比をみると、平日よりも土日祝日の減少割合が大きい

 緊急事態宣言中にあたる４～５月及び１～３月は、平日は約３９～４６％、土日祝日は約４４～５６％減少

 緊急事態宣言以外の期間では、平日は約３３～４２％、土日祝日は約３９～５１％減少

 特に土日祝日において、不要不急の外出が抑制されていたと考えられる

＜出典＞車内センサ乗降データより松戸市作成
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新型コロナのコミュニティバス利用への影響

15＜出典＞車内センサ乗降データより松戸市作成

 運行時間帯別平日・休日別便別の1日当たり平均利用者数をみると、特に平日は夕方以

降（１２～１５便）、休日は昼間（５～１１便）の減少割合が大きい
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議題（１）議決事項

16

 中和倉コースの運行継続について

 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に伴う外出自粛の影響により、令和２年２月以降、

利用者数、収入が大きく減少している。

 その結果、令和２年度収支率は、運行継続基準として設定する「収支率４０％」に満たない。そ

のため、本来であれば、運行内容の改善や廃止に向けた検討を行う状況である。

 しかし、３密回避等のため、積極的な利用促進が困難な状況であったことを踏まえ、

令和２年度の収支率については、「特殊な実績値」として扱うこととしたい。

よって、令和３年度については、コミュニティバス中和倉コースを現在の運行内容で継続運行

することとしたい。

項目 期間

特殊な実績値とする期間 令和２年４月１日～令和３年３月３１日

 なお、令和３年度については、通常通りの期間で評価を行うことを想定する。一方で、新型コロ

ナウイルス感染症の収束が見られない場合は改めて期間等の提案をさせていただきたい。
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